第172回ペン川柳8月（鳴る）　　　　　　　　　　　　　　世話人：平尾富男
日時＝平成３０年８日月２７日(月) 
（*印は今月の互選五句、*は最優秀句）お題は「鳴る」です。

内藤さんが柳号をマリヤから漢字の魔離矢に改名され川柳作道に、益々邁進中です。（既存の川柳子にとっては「強敵現る」ですぞ！）

１．「カキ食えば腹が鳴るなり途中下車」魔離矢（内藤）　→　得点＝１点
　　柳号を漢字の魔離矢に変えての再登場です。元句の下五は「大変だ」でした
が添削されて秀句に成りました。
２．「靴が鳴る足並みそろえて地獄行き」不言（岩崎）　→　得点＝２点
　　太平洋戦争に出兵（？！）こそしませんでしたが、軍靴の音を実際に聞いた世代ですから、一入の思い入れがあります。
３．「胸が鳴る脱モリカケでもう三年」井波（稲宮）　→　得点＝０点
　　少々旧聞に属しますが、９億円以上の評価額の国有地を森友学園がたったの１億円強で購入したとか、岡山市の加計学園が愛媛県今治市に獣医学部を新設する際の国の認可問題、この双方に安倍首相が便宜を図ったという疑惑（事実！）が起こってからもう三年も経つんですね～　人の噂も７５日とはよく言ったもんですが、決して忘れてはならない「事件」です。
４．「平和への祈りを込めて鐘が鳴る」だし（大野）　→　得点＝０点
　　新聞の見出しのようだとの意見がありました。世話人も賛成です！
５．「鐘の鳴る丘のラジオにしがみつき」晃二（安藤）　→　得点＝０点
　　昭和２２年～ＮＨＫのラジオ放送ドラマ『鐘の鳴る丘』の主題曲が『とんがり帽子』でした。「緑の丘の赤い屋根／とんがり帽子の時計台／鐘が鳴りますキンコンカン／メイメイ小山羊も鳴いてます」の歌詞は、当クラブのメンバーは今でも空で歌えます。
*６．「電話鳴り取ればオレオレ詐欺の声」零門（松谷）　→　得点＝３点
　　点は入りましたが、いささか旧聞に属する時事川柳です。
７．「ウッフンと鳴らした鼻であしらわれ」火酒（三春）　→　得点＝０点
　　この作者の鳴らす「ウッフン」で何人の会員があしらわれたことでしょう。何といってもお色気たっぷりの熟女のお誘いには抗えません！
*８．「ベルが鳴り辿りついたら不在票」醉雅（西川）　→　得点＝４点
　　誰がこの句の作者なのかを知って、座の面々は納得して点を入れた次第！　普段居間でうつらうつらしながら留守番をしているので、玄関のベルの音に反応してヨタヨタ玄関に「辿り着く」頃には宅急便のお兄さんはもういません。
９．「カミナリは白脛チラリ鳴り騒ぐ」我々好（浜田）　→　得点＝０点
　　作者はカミナリ様を久米の仙人と見立てて、白い脛を見ながらゴロゴロなっていると……。この作者の脛ではないですよね、真っ黒毛だらけなんだから！
１０．「のど自慢鳴る鐘一つでも喝采」酔深（平尾）　→　得点＝２点
　　どんなに下手でも鐘は最低一つ鳴らします。評価した証拠に！　観客はそんな出場者にも（万雷とまでいきませんが）拍手をするものです。
１１．「富有柿パクリと食えば鐘が鳴る」だし（大野）　→　得点＝０点
　　生涯に20万を超える句を詠んだ正岡子規の作品のうち最も有名な句を「パクリ」ましたね。
１２．「鳴る神が言い訳になり男留め」晃二（安藤）　→　得点＝２点
　　知識の豊富さをひけらかしたい作者は、万葉集の「鳴る神の少し響みて（とよみて）さし曇り雨も降らぬか君を留めむ」作者未詳(柿本人麻呂歌集)をパクリました。でも、「君を留め」の方が「男留め」よりもずっと品がいいです。尤も、世話人の好みとしては「男泊め」の方が！ 
１３．「雑草に拍手喝采鳴り止まず」安兵衛（山縣）　→　得点＝２点
　　今年行われた第１００回全国高校野球選手権大会では、自らを雑草集団と呼ぶ金足農業高校の吉田輝星投手が活躍し、第二の桑田と称されましたね。
１４．「スマホ鳴る度にあたふた浮気者」火酒（三春）　→　得点＝１点
　　確かに、最近の作者はご自分のスマホが鳴るたびにソワソワあたふたする仕草が見受けられます(笑)　独身だから浮気者の誹りはないですよ！
１５．「三時限ベルが鳴るなり弁当を」零門（松谷）　→　得点＝２点
　　もう半世紀以上も昔を思い出しながら「早弁」を懐かしがっている作者です。
*１６．「花火鳴り浴衣の裾の割れる宵」求々（浜田）　→　得点＝４点
　　最近の作者は小さくなった女性の海水着や若い女性の着物の裾が気になって仕方ないんです。フロイトはそれを（性的）「欲求不満」と呼んでいます。
１７．「地下鉄でマナー無視してスマホ鳴る」拿々（塚田）　→　得点＝２点
　　マナー違反なのはスマホの所持者ではなくスマホその物だとでも作者は言いたいのでしょうね。
１８．「鳴る鐘と音痴が昼のもう一品」明迷（八木）　→　得点＝１点
　　日曜日のお昼時、ＮＨＫの長寿番組と云えば「素人喉自慢」です。昼ごはんに一品添えてくれると作者は言います。美味くなるかどうかは別問題です。
*１９．「あの頃は鳴らしたもんだと腕さすり」損得（細谷）　→　得点＝３点
　　さて、何に対して自慢しているのでしょうね！　女性にもモテたんです（あの頃は！）。
２０．「半端ない熱射五輪にブーが鳴る」井波（稲宮）　→　得点＝０点
　　「半端ない」とは、最近の若者言葉のひとつで、「中途半端でない」の短縮形で、「凄い」「とても」「大変な」「ものすごく」「とてつもなく」の意味です。この句では、今年の夏の暑さは異常な程だったので、２０２０年の東京オリンピックも季節をずらすべきかどうか熟慮の必要があると警告しています。
２１．「サイレンが鳴るや直ぐにと逃げ支度」不言（岩崎）　→　得点＝１点
　　先の大戦での東京空襲の記憶が鮮烈に残っている作者ならではの思いが表れている句です。過去の人類の過ちから目を背けてはならないですね。
２２．「カネ三つ鳴るまで歌おうのど自慢」損得（細谷）　→　得点＝０点
　　何度でも挑戦しましょう、合格の鐘が鳴るまでは！　さもないと冥土に旅立てませんよね～
２３．「鳴るお腹美女の柔肌触れて止む」酔深（平尾）　→　得点＝０点
　　お腹が鳴るときは、一般的には空腹時の筈ですが、作者の場合は美女に触ると満腹感を得られると言うんでしょうか？　性欲の高揚が気を紛らわせるんでしょうね。
*２４．「ゴロとだけ鳴る雷は修行中」明迷（八木）　→　得点＝４点
　　確かにこんな鳴り方で終わる雷はありますよね。雷大嫌いの世話人としてはゴロとだけ鳴って止んでしまえば嬉しいのです。作者はこんな雷様は「見習い修行中」だと断じています。愉快な句ですね！　第８句と同点ですが、世話人の気持ちが入って今月の最優秀句に決定です。
２５．「夏空に鳴る音ひびく大花火」魔離矢（内藤）　→　得点＝０点
　当たり前のことをそのまま詠みましたね。素直な魔離矢さんの性格がそのま
　んま出ています。
２６．「ジャカルタで線踏み外し笛が鳴り」醉雅（西川）　→　得点＝２点
[bookmark: _GoBack]　　アジア版オリンピックがインドネシア・ジャカルタで開催されました。日本の金メダル獲得数は過去最高、中でも出場選手最多の金メダル６個を獲得した１８歳の競泳選手、池江璃花子がＭＶＰ＝最優秀選手に選ばれました。その一方、男子バスケットボール日本代表４人が、公式ウェアを着たまま現地の女性を連れ出すことができるカラオケ店に行ったことが問題視されました。この句の作者は今でも時々「踏み外して」います。
２７．「鉄ちゃんは鳴る駅メロに耳すます」拿々（塚田）　→　得点＝２点
　　作者が「乗る」ことを主体にした鉄道マニアなのか、「撮影」を目的とする「撮り鉄」なのかを聞き漏らしましたが、鉄道が大好きなことは確かです。
２８．「帰らざる河に流されクオバディス」山縣（安兵衛）　→　得点＝０点
　　この句はお題の「鳴る」が入っていませんので失格句です！　聖書のヨハネ伝にある “Lord，where are You going？”は、ペテロが十字架に赴くイエスに言った言葉「主よ、あなたはどこへ行くのか」。 ポーランドの作家シェンキェビチの小説に出てくる。この言葉と、マリリン・モンロー主演の映画『帰らざる河』を結びつける作者の罪は許されるべきか？　この句の意味が分からなかった座の川柳子（世話人を除く）に対して作者は侮蔑の目を向けています。

今月の優秀五句は*印、その内の赤印*は最優秀句。

出席：稲宮（井波）、浜田（我々好）、三春（火酒）、安藤（晃二）、山縣（安兵衛）、平尾（酔深）、塚田（拿々）、内藤（魔離矢）、細谷（損得）　　　→　９人
欠席投句：岩崎（不言）、大野（だし）、八木（明迷）、西川（酔雅）、松谷（零門）　←　５人

次回、９月２８日（金）は、お題「畑」で開催されます。


